
＜蕊吏探究⑯＞古嬉時イぜ⑨ 教和喜：P.知四2
回後鞘の古嬌

6c （後期

形状‘|(1. )国譴疇釦・前方後円墳の造営飼る
. →有力農民暦逗 →一部の知曙遥譴•円渚
分布 I(2 ． ）：石釦壁面に絵 切認は続く（ 100年ほと）

t力）l|1|各地ゃ茨城福鱈砕 ・ (3. )嬉丘の平面が｝漁形
謹揺で坦紅後叩応収束へ →被辱は天皇皇子裳立(/)叶

代'1(l)唄柄なもの 籠篇暮羅譴（千葉塀）
表 （午． ）古墳群（租這） 主鑓饗‘吉瘍（栃這）兌
的 (5. )古墳群（奈良展）

7. )••穴を掘つで聖室を作る
怠 2(J)代表的なもの ら苦甕訳（翠藤）が有名
渚 (6. )譴（福疇） （ 6 ～ 7c に各地に広がる）
(8. )石室が一般化→ (9. )が鴨 Icl

石室誓|:· }言鯰籍）®（12 )① 
．豪長羞ヽ•としての性格竺びていた U ⑦ 

副饂（111-. )なとの日用品（←r自らの知を誇詔寄の立ぶ寄鯰体の紅疇

ｷ(¥S. )埴輪の大量増加→古1恥周り社旺J::尋仄葬送卸Lを麟
輝I•福岡□ (I6. )古墳1~這輪砥ゎリと考え却~(17. ) 

が立て並ぺられている。

固(1) 後鞘の古墳には、遣体を収める (A ）と外界とを (B)でつなく·(C)石室
直られる。 A:( )B: ( ) C: ( ) 

問(2)古墳蒔代後期には、 (D)とよ（＃る小古墳ヵゞ緒浬まれた．（ ) 

回古熾配t‘吋埠→釦知民衆の頌佳鍔譴Iこ l
ほリ

®豪族：僕落ガら離れた場所已豪叶防」をめぐらす (18. )迂5営遠庫群
®民衆：複坂の (19. )と平地住居（幻 ）なとで璃成

*I％壁にそれまでむ炉に代わって (21. )を報置 ヽ r環濠げシ．I



国吉滝詩代の生活・風習
①土蓉：紅恥ら中年初めまでは弥生土即蘊を引く（辺 ）色の土器であ忌

（お． ）ガ用いられた力~ S-cに1起餌鮮鵠詑硬釦（投 ）色の
（巧． ）の製作：技誓が伝えられた。

衣服：男性

®農蒜察祀；春に（遭作を祈~(26. )が：
秋には収穫を感謝す~ (27 )が行われたl

＠察祀の対象：喰畔の整某形の山・高桔未絶海碕嗚なとを神のやと紐所とした

（例）（沿 ）を神体とする奈良厨（2q )←本殿がない

軍謹良とも謬疇（印． ）晶る福疇疇l.

霜麟疇鵡相翫（33. ) 

大王家逗却袖であ召（弥． ）を記恣三重知（35'.

®況笥的風智

・鹿の骨を焼きその加害拓の形で占う（36. )の法
・熱湯に手を入れて、火＇1葛の有缶藍属a確ヵ蒻 (3'1. ) 
・盪打［死吐1なと祖5で汚ぃモ）］を川ギ海に入リ水によつで1叫身をすすぎ洗ぃ清函
（刃． ）や鱈的翫言葉で清める（祝 ）でのぞくなとの風習があった。

）の
（妥

‘j‘,' 

問(1)百墳時代に作釦た、弓雄土君の条譜をひ＜赤鵜色の土器紆（ ) 

加）尻頃に架鮮ヵら伝え呪紅灰色の硬曾陶涅1か？ ( ) 

罰3)鹿碕を焼ぃて吉凶を占うのは？ ( 
瓢湛湯に手を入れさせて襄供さ判断することは？ ( ) 

r---が7 8 ---------7 

回倭王武吐表文 守認を知専！」｀ パ芯上1疇麟
（船． ）年伶王武（＝41. ] Iぷ茉の順 に上表した。
→武‘は知II酬帝ぶ（42. )国諸軍事(43. )心痴号を得た。

匂肘ぼ七国・・イ委王呈准素したが（他 ）jf怜ヵれた厄め、 42となった！

隼死して弟（も ）立つ。自ら・ご仁国諸軍事（妬 ）倭王と称す。lll頁帝の
貨誼二年履法童しで上表して晋＜。•••東 1本 (47. )を征する•••西は（侶 ）左服捻
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